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広
島
に
響
く
平
和
の
鐘

磐
田
第
一
中
学
校

伊
藤

遼
一

皆
さ
ん
は
広
島
市
に
あ
る
原
爆
ドーム

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

私
は
こ
の
度、広島平和記念式典小中学生派遣事業

に
参
加
し、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
こ
の
目
で
見
て、

肌
で
感
じ
て
く

ることができました。
こ
の
式
典
は
私
達
にとって

平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
る
大
切
な
機
会
です。

毎
年
八
月
六
日
に
行
わ
れ
る
こ
の

式
典
では、

一
九
四
五
年
に
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
によって

犠
牲
となった

方
々
を
追
悼
しています。

私
は、

二
度
と
同
じ
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
を
抱
きました。そして、この

式
典
に
世
界
中
の
人
々
が
集
まって

平
和
を
祈
る
姿
に、

深
い
感
動
を

覚
えました。

式
典
が
行
わ
れ
る
平
和
記
念
公
園
には、

多
く
の
人
々

が
年
齢
や
国
籍
を
問
わず「

核
兵
器
の
な
い
世界」

を
目
標
に
心
を
一

つにしていました。

眼
の
前
に
は
原
爆
ドーム

が
静
か
に
立
ち、そ

の
直
ぐ
側
には、

色
と
り
ど
り
の
折
り
鶴
が
飾
ら
れ
た
記
念
碑
が
あ
り

ました。

実
際
に
見
ると、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続

けていることがはっきりと

伝
わってきました。

式典中、参列

者
の
方
々
は
黙
祷
をささげ、

被
爆
者
の
証
言
に
耳
を
傾
けました。

そ
の
瞬間、広島

に
落
と
さ
れ
た
原
爆
の
恐
ろしさや、その

後
の
苦

し
み
が
ど
れ
ほ
ど
大
きなものだったのかを

想
像
し、

胸
が
締
め
つ

け
ら
れ
る
思
いがしました。

式
典
を
通
じて、

被
爆
し
た
方
々
が
ど

れ
ほ
ど
の
想
い
を
持
って、この

体
験
を
語
り
継
いでいるのか、そ

して、それを

受
け
止
め
る
私
達
の
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た。

式
典
後
に
訪
れ
た
広
島
平
和
記
念
資
料
館
では、

焼
け
焦
げ
た
衣

類
や
生
活
用
品
が
そ
の
ま
ま
展
示
されており、

原
爆
が
ど
れ
ほ
ど
の

悲
劇
を
招
い
た
か
を
痛
感
しました。

今回、広島平和記念式典

に
参
加
して、

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

改
め
て
学
びました。これからも

私
達
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え、

未
来
に
向
け
て
平
和
を
守
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
います。

今
年
も
春
が
来
ま
す
よ
う
に

城
山
中
学
校

白
井

志
織

ア
メ
リ
カ
で
は
原
子
爆
弾
が
何
万
も
の
命
を
救
ったと

言
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
私
は
知
りませんでした。

第
二
次
世
界
大
戦
が
長
期
化
し、

膨
大
な
戦
死
者
が
出
た
ア
メ
リ
カ
では、

原
爆
によって

多
く
の
命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
考
え
に
よ
り
原
爆
開
発
の
支
持
率
が
今
で
も
五
十
六

パーセント

と
半
数
以
上
を
占
めています。

大
国
に
こ
の
よ
う
な
考

え
が
浸
透
しているようでは、

核
兵
器
ゼ
ロ
の
世
界
は
夢
の
よ
う
な

目
標
になってしまいます。そこで、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

の
声
を
届
け、

原
爆
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

知
ってもらう

必
要
があるのではないでしょう

今
年
の
夏、私

は
初
め
て
広
島
へ
行
き、

被
爆
者
の
話
を
聞
き
ま
し

た。

一九四五年、七十九年

の
広
島
に
は
建
物
が
立
ち
並
び、

人
々

の
笑
顔
や
活
気
が
詰
まっていました。

一
発
の
原
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爆
投
下
に
よ
り
建
物
は
破
壊
され、

多
く
の
命
を
奪
っていきました。

それだけでなく、

生
き
残
った

人
た
ち
の
生
き
る
意
味
さ
え
も
奪
っ

てしまったのです。あまりにも

悲
惨
な
出
来
事
は
生
き
る
こ
と
を

悔
や
む
声
が
あ
が
る
程
でした。

私
は「この

悲
劇
を
も
う
二
度
と
繰

り
返
してはならない。」

と
い
う
被
爆
者
の
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
受

けとることができました。
二〇二四年、被爆者

の
平
均
年
齢
は
八
十
歳
を
超
えました。

悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
被
爆
者
の
思
い
を
繋
ぎ
続
け
る
こ
と
は
被

爆
国
の
使
命
だ
と
感
じました。

私
の
住
む
磐
田
に
は
広
島
の
安
田
女
子
学
園
か
ら
い
た
だ
い
た
被
爆

桜
が
力
強
く
咲
き
誇
っています。

原
爆
の
熱
風
と
凄
ま
じ
い
衝
撃
に

耐
え
抜
き、

私
達
に
生
き
る
希
望
を
訴
え
続
けています。この

被
爆

桜
が
こ
れ
か
ら
も
磐
田
で
咲
き
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
うとともに、

世
界
に
被
爆
桜
が
教
え
て
く
れ
る
原
爆
の
悲
惨
さ
や
被
爆
者
の
願
い
も

広
が
る
こ
と
を
願
います。

平
和
を
願
って

向
陽
中
学
校

菅
原

杏
月

私
は、

今
回
の
広
島
派
遣
で
多
く
の
こ
と
を
学
びました。

初
めは、

戦
争
に
つ
い
て
知
る
こ
と
や
原
爆
資
料
館
の
中
を
見
学
す
る
こ
と
に
対

し
て
不
安
と
怖
さがありましたが、

勇
気
を
出
し
て
参
加
し
て
よ
か

ったと

思
っています。

私
の
印
象
に
残
っていること

一
つ
目
は、

一
日
目
の
平
和
記
念
公

園
で
の
活
動
です。

公
園
内
の
案
内
を
し
て
くださった

方
の
お
話
の

中
で「

平
和
の
灯」

に
つ
い
て
の
説
明
がありました。

原
爆
犠
牲
者

の
霊
を
慰
めるとともに、

核
兵
器
の
廃
絶
を
祈
って

建
設
さ
れ
た
そ

うです。

昭
和
三
十
九
年
八
月
一
日
に
灯
さ
れ
た
炎
は、

今
も
消
え
る

こ
と
な
く
燃
え
続
けています。

世
界
中
か
ら
核
兵
器
がなくなった

と
き
に
炎
が
消
さ
れ
る
と
聞
きました。

平
和
の
灯
だけでなく、

公

園
内
の
一
つ
一
つ
の
建
造
物
に
深
い
意
味
が
込
められていました。

また、

ガ
イ
ド
の
方
が
多
く
の
情
報
を
懸
命
に
伝
え
て
く
だ
さ
る
の
を

見
て、

私
も
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
いました。

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
行

っていきたいです。
二
つ
目
は、

被
爆
桜
についてです。

広
島
と
磐
田
の
つ
な
が
り
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
りました。

被
爆
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
今
も
元

気
に
育
っているところを

見
て
感
動
しました。

向
陽
中
に
も
あ
る

と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
探
し
て
み
た
い
と
思
います。

今
回
の
活
動
に
参
加
して、

改
め
て
平
和
と
は
何
か
を
考
えました。

誰
も
が
平
和
だ
と
思
う
よ
う
な
世
界
になるようにしたいです。

来

年
も、

原
爆
や
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ってもらうため

広
島
派
遣
を

続
け
て
ほ
し
い
と
思
いました。

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
り
あ

りがとうございました。
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戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

神
明
中
学
校

永
井

陽
大

僕
は、

八月五日、六日

に
平
和
記
念
式
典
派
遣
団
の
一
員
と
し
て

広
島
を
訪
れ、

戦
争
の
恐
ろしさや、

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
ん
で

きました。その

中
で、

平
和
記
念
式
典
の
こ
と
が
一
番
心
に
残
って

います。

式
典
には、

日
本
の
人
はもちろん、

世
界
中
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
が
参
加
していました。

日
本
か
ら
世
界
中
に
平
和
の
思
い

が
伝
わっているのだと

思
いました。

広
島
市
長
や
広島県知事、

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
の
話
からは、もう

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な

いという、

強
い
意
志
を
感
じました。そして、こども

代
表
の「

願

う
だ
け
で
は
平
和
は
訪
れません。」という

言
葉
が
心
に
残
っていま

す。ただ

平
和
を
願
うだけではなく、

相
手
の
意
見
を
認
め
合
い、

仲
間
と
協
力
し、

平
和
な
世
界
をつくっていくために

努
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じました。また、

僕
た
ち
が
い
つ
も
当
た
り
前
に

し
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
事
だ
と
気
づきました。

家
族
と
食

事
をしたり、

学
校
で
友
達
と
楽
し
く
会
話
をしたりと、

僕
た
ち
に

とっては

当
た
り
前
の
事
かもしれませんが、

戦
時
中
の
人
々
は
当

た
り
前
ではなかったということがわかりまし

の
戦
争
の
こ
と
は
絶
対
に
忘
れられてはいけません。この

戦
争
の

こ
と
を
知
ら
な
い
世
代
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
えること、そして、

も
う
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
僕
た
ち
の
仕

事
だ
と
思
います。

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ません。

僕
た
ち
に
将来、何

ができるかもわかり

し、これからの

未
来
を
背
負
っていくために、

僕
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
最
大
限
やっていきたいと

思
います。

平
和
を
実
現
す
る
た
め
に

磐
田
南
部
中
学
校

磯
部

祐
三

「願

うだけでは、

平
和
は
訪
れません。

色
鮮
や
か
な
日
常
を
守

り、

平
和
をつくっていくのは

私
たちです。」

これは、

今
回
の
広
島
平
和
記
念
式
典
の
こ
ど
も
代
表
の
言
葉
です。

こ
の
言
葉
を
平
和
記
念
公
園
で
聞
い
た
僕
は、

衝
撃
を
受
けました。

今
ま
で
の
僕
は、

本
当
の
平
和
とはどんなことなのか、

本
当
に

平
和
を
実
現
さ
せ
る
の
は
ど
ん
な
に
難
しいことなのか、よくわか

りませんでした。

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
あ
の
日、

あ
の
瞬
間
ま
で
広

島
は
現
在
の
磐
田
市
と
同
じように、

緑
豊
か
で
美
しく、

人
々
の
笑

顔
で
溢
れていました。しかし、たった

一度、原爆

が
投
下
さ
れ

たことにより、

緑
豊
か
な
木
々
は
破
壊
され、

人
々
の
笑
い
声
は
一

瞬
で、

悲
鳴
へ
と
変
わりました。そんな

状
況
を
平
和
記
念
資
料
館

で
写
真
としてみました。そこには、

僕
と
あ
ま
り
歳
の
変
わ
ら
な

い
よ
う
な
見
た
目
の
男
の
子
の
皮
膚
が
焼
かれ、

助
け
を
求
め
る
姿
が

ありました。その

写
真
を
見
た
時、一番

に
込
み
上
げ
て
き
た
も
の

は、「かわいそう」という

感
情
ではなく、

男
の
子
を
こ
ん
な
状
態

に
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
憎
しみでした。

今
回
の
派
遣
で
こ
の
よ
う
な

体
験
を
学
校
代
表
と
し
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
以上、

そ
の
写
真
や
写

真
を
見
て
思
ったこと、

考
え
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
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ます。そして、

生
きるということのありがたさ、

平
和
を
実
現

す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
の
か
な
ど
を
考
え、

行
動

していかなければなりません。
今
もなお、

世
界
で
は
戦
争
が
続
き、

平
和
と
は
程
遠
い
状
況
と
な

っています。ですが、そんな

状
況
で
も
平
和
実
現
へ
の
道
の
り
を

一
歩
ず
つ
進
めていくことは、

僕
た
ち
に
も
で
き
る
と
思
います。

それが、

唯
一
の
被
爆
国
の
国
民
で
あ
る
僕
た
ち
の
使
命
です。

願
う

だけでは、

平
和
は
実
現
しません。これからは

僕
が
先
頭
に
立
ち、

行
動
に
移
し
て
い
こ
う
と
思
います。

僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と

福
田
中
学
校

山
中

秀
斗

僕
は、

二
〇
二
四
年
八
月
五
日
に
磐
田
市
広
島
派
遣
団
の
み
ん
な
と

一
緒
に
広
島
に
到
着
した。そこには、きれいな

青空、高

い
ビル、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わっていた。そんな

広
島
をみて、

七
十
九
年

前
の
広
島
は、どれだけ「

地獄」

だったのか

僕
に
は
想
像
で
き
な

かった。
「願

うだけでは、

平
和
は
訪
れ
ません。

色
鮮
や
か
な
日
常
を
守

り、

平
和
をつくっていくのは

私
た
ち
です。」という

小
学
生
の
平

和
へ
の
誓
い
の
言
葉
が
僕
の
心
に
響
いた。

平
和
で
色
鮮
や
か
な
日
常

を
送
るために、

自
分
の
行
動
が
本
当
に
正
し
い
の
か
を
考
え
直
し
た

り、

人
の
意
見
を
聞
き、

自
分
が
思
ったことを

相
手
に
伝
え
た
り
す

る
こ
と
が
僕
た
ち
学
生
でもできることであり、

大
切
な
こ
と
だ
と

感
じた。

平
和
記
念
公
園
を
ボランティア

の
方
た
ち
と
探
求
し
て
い

るときにきいた、「なんで

私
だ
け
生
きてしまったのか。」

と
い

う
言
葉
から、

生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
人
が
多
くいたけど、

生
き
残
った

人
は、

地
獄
の
日
々
を
送
らなければいけないという、

戦
争
の
悲
惨
さ
が
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
がした。

こ
の
広
島
派
遣
で、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
自
分
の
目
で
見
て
感
じ
る
こ

とができ、

平
和
な
日
常
を
送
るには、

一
人
一
人
が
行
動
に
移
す
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じた。

派
遣
で
得
た
こ
と
を
た
く
さ
ん

の
人
に
広
め、

僕
た
ち
若
い
世
代
が
鮮
や
か
な
日
常
に
向
けて、

積
極

的
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
う。

結
ん
で
い
こ
う

竜
洋
中
学
校

日
内
地

春
翔

僕
は
広
島
平
和
記
念
式
典
に
行
く
た
め
に
八
月
五
日
と
六
日
に
広
島

に
訪
れました。

僕
が
広
島
に
足
を
踏
み
入
れ
た
時
に
驚
い
た
こ
と
が

ありました。それは、

思
っていたより

ビ
ル
がたくさんあり、

発
展
していたことです。かつて

原
子
爆
弾
が
落
とされ、「

灰
色
の

世界」

と
呼
ば
れ
て
い
た
広
島
で
す
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
た
の

は
な
ぜ
か
考
えるきっかけとなった

二
日
間
でした。

僕
は
ま
ず
広
島
の
歴
史
に
つ
い
て
学
びました。

広
島
は
か
つ
て
七

十
五
年
間
草
木
も
生
え
な
い
と
言
われていました。

ですが、その
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中
に
残
った

木
がありました。その

気
は
被
爆
樹
木
といって、

今

で
も
広
島
の
人
た
ち
に
大
切
にされており、

広
島
に
は
約
百
六
十
本

も
の
被
爆
樹
木
があるそうです。

磐
田
市
に
も
身
近
で
い
う
と
、
か

ぶ
と
塚
公
園
に
被
爆
桜
があります。

被
爆
桜
は
広
島
の
人
た
ち
に
、

とっても

大
切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
ため、

僕
た
ち
も
大
切
に

育
てていきましょう。また、

平
和
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
身
近
な

こ
と
で
で
き
る
こ
と
を
僕
は
こ
れ
か
ら
し
た
い
と
思
いました。

僕
は
広
島
に
訪
れ
て
、
人
は
生
き
て
い
る
だ
け
で
美
し
い
と
い
う
こ

と
を
思
いました。そして、

生
き
て
い
る
限
り
平
和
を
作
っていか

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
いました。

広
島
の
人
たちは、

当
時
の
世

界
を
一
変
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
今
は
と
て
も
発
展
していました。そ

れは、

広
島
の
人
た
ち
の
努
力
と
平
和
の
た
め
の
想
像
力
などがあっ

た
か
ら
だ
と
今
は
思
います。

平
和
の
願
い
を
黙
祷
に
込
め
て

豊
田
中
学
校

佐
藤

麻
乃

「黙祷。」み
ん
な
が
一
斉
に
目
を
瞑
ったその

瞬間、会場全員

の
被
爆
者
や

そ
の
ご
家
族
へ
の
祈
り
を
肌
で
感
じることができました。

私
は、これまでに

何
回
も
黙
祷
をしてきました。しかし

の
短
い
時
間
の
中
で
何
を
思
えばいいのか、

正
直
わ
か
り
ま
せ
ん
で

した。しかし、こ

派
遣
で
様
々
な
場
所
を
訪
れ
る
中
で、だんだ

ん
と
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つけられるようになりました。

まず、

我
々
派
遣
団
は、

安
田
女
子
高
等
学
校
を
訪
問
しました。

安
田
女
子
高
等
学
校
では、

被
爆
当
時
、
被
爆
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
翌

年
に
は
綺
麗
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
桜
に
生
徒
が
気
づき、

被
爆
桜
の

苗
木
を
全
国
の
学
校
に
贈
る
活
動
を
始
めました。その

苗
木
は
磐
田

市
の
学
校
に
も
贈
られ、

豊
田
中
学
校
の
被
爆
桜
も、

今
で
も
元
気
に

咲
き
続
け、

生
徒
の
登
下
校
を
見
守
ってくれています。

磐
田
市
に

贈
ら
れ
た
被
爆
桜
たちが、

私
た
ち
と
原
爆
の
悲劇、

そ
し
て
安
田
女

子
高
等
学
校
を
繋
いでくれているのでしょう。

私
は、

こ
の
繋
が

り
を
派
遣
団
の
み
ん
な
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
います。

そして、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
では、

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
当
時
の
悲
惨
さと、

被
爆
者
の
生
き
抜
こ
う
と
す
る
力
強
い
意
志

を
知
ることができました。また、

ボランティア

の
お
話
を
通
し

て、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
象
徴
物
の
意
味
や、

原
爆

の
悲
惨
さ
を
訴
えるために、

原
爆
ドーム

を
残
す
市
民
た
ち
の
努
力

な
ど
を
知
り、この

出
来
事
を
後
世
に
伝
えていくことが、

今
生
き

て
い
る
私
た
ち
の
使
命
だ
と
感
じました。

戦
争
は、

一
人
の
力
で
終
わらせることはできません。しかし、

私
た
ち
み
ん
な
で
協
力
することで、ほんの

少
し
で
も
戦
争
を
終
結

に
導
くことができるかもしれません。

世

界
か
ら
核
兵
器
や
戦
争
がなくなり、

平
和
の
灯
が
消
せるよう、

努

力
を
積
み
重
ねていきます。
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僕
に
で
き
る
努
力

豊
田
南
中
学
校

大
場

健
跳

僕
が、

広
島
で
最
初
に
見
たのは、とても

大
き
い
広
島
駅
と、

街

中
を
埋
め
つ
く
す
た
く
さ
ん
の
ビ
ル
でした。お

好
み
焼
き
も
と
て
も

おいしく、いろんな

人
と
仲
良
くなれて、それまでは

旅
行
の
気

分
でした。しかし、

安
田
女
子
高
校
の
方
々
の
話
を
聞
いて、

僕
の

頭
はそれでいっぱいになりました。「

七
十
五
年
間
は
草
も
生
え
な

いだろう」と

言
われていたこと、それに

対
してたった

三
日
で

路
面
電
車
が
再
び
街
を
走
ったこと。その

他
に
も
多
く
の
知
ら
な
い

ことが、

驚
き
と
と
も
に
僕
の
頭
の
中
に
入
ってきました。

原
爆
が

落
ち
た
後
の、

広
島
の
人
た
ち
の
苦
し
み
や
努
力
を
知
ったことで、

広
島
の
街
がもっときれいに

見
えました。

平
和
記
念
公
園
の
ガ
イ

ド
さ
ん
の
話
や、

原
爆
資
料
館
で
見
た
こ
と
も
含
めて、

忘
れ
な
い
よ

うに、

友
達
や
先
生
な
ど
に
話
していきたいです。

八
月
六
日
の
平
和
記
念
式
典
で
は
、こども

代
表
の
平
和
へ
の
誓
い

から、

僕
達
は
一
つ
の
大
切
な
言
葉
を
学
びました。「

願
う
だ
け
で
は

平
和
は
訪
れない」という

言
葉
です。

世
界
初
の
原
爆
投
下
か
ら
約

八
十
年
も
経
ち、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っている

人
も
少
なくなり、

被
爆
桜
の
寿
命
も
近
づいていることを、

僕
は
学
びました。そし

て
、
そ
の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
努
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も
知
り
ま

した。

僕
たちは、

願
っているだけではいけない

感
じました。

小
さ
な
こ
と
で
も
行
動
しなければならないので

二
度
と
こ
ん

な
歴
史
を
繰
り
返
してはいけないと、

僕
は
二
日
間
で
痛
感
し
ま
し

た。そのためにで

努
力
を、これからたく

いです。まずは、

広
島
で
学
び、

感
じたことを、しっかり

中
学

校
の
み
ん
な
に
伝
えられるように、

一
生
懸
命
資
料
や
原
稿
を
作
り

ます。これも、

僕
に
で
き
る
努
力
です。あの

貴
重
な
二
日
間
を、

僕
は
一
生
忘
れません。

小
中
学
生
派
遣
事
業
を
終
え
て

豊
岡
中
学
校

松
島

優
聖

僕
が
広
島
派
遣
事
業
で
訪
れ
た
広
島
は、

僕
にとって

忘
れ
が
た
い

深
い
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

特
に
広
島
原
爆
資
料
館
の
訪
問
は
衝
撃
的
で、

広
島
原
爆
資
料
館
で

展
示
さ
れ
て
い
た
資
料
の
数
々
を
見
て、

僕
は
か
つ
て
数
十
万
人
が
生

活
し
て
い
た
場
所
が
原
爆
によって

一
瞬
で
地
獄
の
場
所
となり、そ

の
か
つ
て
の
栄
え
あ
る
場
所
だった

頃
と
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
後
の
頃

で
の
街
の
変
わ
り
よ
う
に
は
心
が
痛
みました。また

展
示
品
の
数
々

か
ら
は
人
類
が
戦
争
を
絶
対
に
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え

てくれ、

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
目
指
す
た
め
に
は
過
去
の
教
訓

を
後
世
に
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
しました。

二
日
目
の
広
島
平
和
記
念
式
典
では、

平
和
へ
の
誓
い
の
と
き
の
小

学
生
の
二
人
の
言
葉
に
僕
はぐっと

感
じたものがありました。

特

に
小
学
生
の
二
人
の
言
葉
に「

色
鮮
や
か
な
日
常
を
守
り、

平
和
を
つ

くっていくのは

私
たちです。」

と
い
う
言
葉
がありました。

僕
は

こ
の
言
葉
に
対
し
て
確
か
に
一
人
一
人
の
意
識
で
平
和
に
大
き
く
近
づ
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く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
することができ、

僕
に
も

何
か
世
界
が
平
和
に
な
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は

あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
えるきっかけになりました。

自
分
は
こ
れ
ま
で
広
島
の
原
爆
の
酷
さ、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
社
会
科
の
歴
史
の
授
業
や、

家
族
が
話
し
て
く
れ
る
こ
と
の
み
で
し

か
触
れることがなく、

周
り
に
原
爆
の
被
爆
者
がいなかったので、

大
ま
か
な
こ
と
だ
け
し
か
知
識
を
得
ることができませんでした。

しかし、

実
際
に
広
島
にいったことで、

実
際
に
目
で
見
て
学
ぶ

事
ができたり、かつての

自
分
が
知
ら
な
い
よ
う
な
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
り
と
、
自
分
にとっても

他
の
人
にとっても

沢
山
の
利

益
が
あ
る
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
だ
と
思
いました。

平
和
へ
の
一
歩

磐
田
東
中
学
校

西
村

一
希

私
は、

今
回
の
広
島
派
遣
事
業
で、

一
生
心
に
残
る
体
験
を
し
ま
し

た。
初
日
に、

安
田
女
子
高
等
学
校
と
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
ま

した。

安
田
女
子
高
等
学
校
は、

爆
心
地
からたった

一．四

キ
ロ
メ

ートル

の
位
置
にあり、

校
舎
が
倒
壊
し、

生徒、教職員合

わ
せ
て

三
百
二
十
八
人
の
命
が
失
われました。その

中
で
唯
一
残
ったもの

があります。

それは、

校
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
桜
です。

公
舎
が

倒
壊
す
る
よ
う
な
爆
風
や
熱
線
を
絶
え
た
こ
の
桜
は、

被
爆
桜
と
呼
ば

れ、

未
だ
に
毎
年
満
開
に
咲
き
誇
っているそうです。

実
際
に
木
の

幹
に
触
れ、その

太
さとどっしりと

構
え
る
よ
う
な
姿
は、

私
た
ち

に
勇
気
を
与
えてくれるようでした。

こ
の
被
爆
桜
は、

広
島
県
内
外
六
十
八
ヶ
所
に
苗
木
が
届
けられ、

こ
こ
磐
田
市
の
小
中
学
校
や
公
園
に
も
植
えられています。この

話

を
結
団
式
で
聞
い
た
私
は、

広
島
に
行
く
前
に、かぶと

塚
公
園
に
あ

る
被
爆
桜
を
見
に
行
きました。

枯
れてしまった

苗
木
も
あ
る
中、

多
く
の
若
葉
を
つ
け
大
き
く
成
長
し
て
い
る
姿
に
驚
きました。

次
に、

広
島
平
和
記
念
公
園
と
原
爆
資
料
館
を
見
学
しました。

被

爆
者
の
言
葉
や
焼
け
焦
げ
た
衣類、原爆投下直後

の
街
の
姿
や
投
下

の
背
景
な
ど
の
展
示
がありました。たくさんの

衝
撃
的
な
資
料
を

見
て、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感
じました。

今
回
の
広
島
派
遣
事
業
で、

一
番
印
象
に
残
っているのは、

八
月

六
日
の
平
和
記
念
式
典
に
参
列
したことです。こども

代
表
の
言
葉

が
強
く
心
に
残
りました。

「一人一人

が
相
手
の
話
を
よ
く
聞
くこと」「

仲
間
と
協
力
し、

一

つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げること」

ま
さ
に
私
た
ち
に
も
で
き
る
平
和
へ
の
一
歩
だ
と
思
いました。い

ろ
い
ろ
な
国
か
ら
人
が
集
まっているのを

見
て、

唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
が、この

悲
劇
を
世
界
へ
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感

しました。

平
和
な
世
界
が
実
現
す
る
よ
う
で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的

に
行
動
し
よ
う
と
思
います。
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広
島
で
の
経
験
を
生
か
す
た
め
に

磐
田
北
小
学
校

鈴
木

遥
太

磐
田
北
小
学
校
では、

毎
年
平
和
学
習
をします。

僕
も
六
年
間
戦

争
や
平
和
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
んできました。そして、

広
島
に
行
き
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ちをもちました。

原
爆
ドーム

や
平
和
記
念
資
料
館
には、

写
真
や
絵
だけではなく、

もともときれいだった

ビ
ン
やかわらが、つぶれたり

焼
け
た
り

し
た
状
態
でかざられていました。

他
に
も
目
を
疑
う
よ
う
な
物
が

いくつもあり、

恐
怖
心
を
抱
きました。

現
地
の
ガ
イ
ド
さんから、

原
爆
ドーム

は
こ
わ
す
予
定
だったと

聞
き、おどろきました。

戦

争
や
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
建
物
だ
と
思
った

からです。また、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
被
爆
者
の
説
明
を
し
た
と
き
に
使

った「

生
き
残
ってしまった。」という

言
葉
にしょうげきを

受
け

ました。たった

一
つ
し
か
な
い
命
が
助
かったのに、どうしてだ

ろ
う
と
思
いましたが、

説
明
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に
家
族
や
友
達
が

亡
くなってしまい、

悲
し
い
思
い
を
し
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た。
平
和
記
念
式
典
では、

広
島
県
の
小
学
六
年
生
の
スピーチ

を
聞
い

て
と
て
も
感
動
しました。

スピーチ

の
中
の「

願
っ
て
い
る
だ
け
で

は
平
和
は
訪
れない。」という

言
葉
が
胸
にささりました。それを

聞
い
た
時、

ぼくも「

考
えているだけではだめだ。

小

さ
な
こ
と
で
も
行
動
してみよう。」と

思
いました。

元
々
戦
争
はおそろしいこと、

思

っていました。し

今
回
の
経
験
を
通
して、

戦
争
は、

人
の

命
だけでなく、

夢
や
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
な
ど
も
簡
単
にうばって

しまうおそろしく、

悲
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じました。この

思
い
を
忘
れ
ず
に
世
界
が
平
和
に
な
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
います。まず、

僕
にできることは、この

広
島
で
の
経
験
が
自

分
だけのものにならないように、

見
たこと、

聞
いたこと、

感

じ
た
こ
と
を
身
近
な
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
います。そ

して、みんなで

平
和
な
世
界
をつくっていきたいと

思
います。

桜
や
人
が
思
い
を
つ
な
ぐ

磐
田
中
部
小
学
校

引
馬

蒼

私
の
通
っている

小
学
校
に
も
被
爆
桜
があったなんて、

事
前
学

習
で
初
め
て
知
った。

広
島
へ
行
く
前
に
実
際
に
見
に
行
く
と
正
門
の

脇
に
緑
の
葉
をつけていた。

生
徒
と
先生方、合

わ
せ
て
三
百
二
十

八
名
が
原
爆
の
犠
牲
になった

安
田
女
子
高
等
学
校
の
元
正
門
前
にも、

被
爆
桜
があった。この

被
爆
桜
は、

平
均
寿
命
を
超
え
て
も
未
だ
に

花
を
咲
かせていて、

生
命
力
と
磐
田
と
の
つ
な
が
り
を
感
じた。

桜

は「

希望」「喜

び」の

思
い
が
込
められ、

六
十
一
校
七
十
七
本
の
苗

木
が
送
ら
れ
全
国
に
広
がっている。

桜
の
存
在
と
生
徒
の
思
い
に
感

動
した。広

島
平
和
記
念
資
料
館
では、

金
属
が
溶
け、

ガ
ラ
ス
瓶
がつぶれ、

ボ
ロ
ボ
ロ
になった

自
転
車
があった。

私
た
ち
ぐ
ら
い
の
子
が
乗
っ

ていたのかもしれ

熱
い、

苦
し
い
と
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
放
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射
線
や
熱
線
の
被
害
の
写
真
は
直
視
できなかった。それでも、

ボ

ランティア

さ
ん
の
話
は、

体
験
し
た
こ
と
や
原
爆
が
空
中
で
爆
発
し、

被
害
が
広
範
囲
になったことなど、

怖
さ
と
怒
り
を
感
じました。

平
和
記
念
式
典
には、たくさんの

国
の
人
た
ち
が
参
列
し、

一
同

に
黙
と
う
し
て
い
る
時、平和

や
犠
牲
者
へ
の
思
い
が
一
つになった

と
感
じた。しかし、

今
で
も
戦
争
は
な
く
な
ら
ず
核
兵
器
が
存
在
し

ている。

平
和
へ
の
誓
いで、

「本当

にこのままでよいのでしょうか。

願
うだけでは、

平
和

はおとずれません。」 と
聞
き、はっとしました。

考
えてみると、まずは、

相
手
の
話

を
聞
き
相
手
を
認
めること。

違
う
意
見
になった

時、理由

を
考
え

た
り
ほ
か
の
人
の
協
力
を
求
めたりすること。

自
分
以
外
の
こ
と
に

も
関
心
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じた。

今
回
広
島
に
行
って、

日
常
が
平
和
だ
と
帰
って

家
族
に
会
って

思

った。

被
爆
者
以
外
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
ボランティア

を
し
て
い

た。

一
人
の
力
は
小
さいかもしれないが、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
す

る
こ
と
で
み
ん
な
の
力
となり、

核
兵
器
の
な
い
平
和
の
世
界
を
目
指

したい。

小
中
学
生
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

磐
田
市
立
磐
田
西
小
学
校

鈴
木

潤

私
は、

平
和
記
念
式
典
小
中
学
生
派
遣
事
業
へ
参
加
さ
せ
て
頂
き、

多
く
の
事
を
学
び、

多
く
の
事
を
考
えました。その

中
で
心
に
残
っ

た
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
います。

まず、

一
日
目
に
行
った

平
和
資
料
館
でまのあたりにした、

悲

し
い
事
実
です。

平
和
資
料
館
では、

多
く
の
被
爆
者
の
人
の
写
真
や

原
爆
の
様子、被爆者

の
言
葉
が
展
示
されていました。

頭
では、

どんなことがあったのか

分
かっていたはずなのに、

実
物
を
見

ると、とても

悲
しかった。

日
本
は、

被
爆
し
た
の
に
テ
レ
ビ
で
事

実
の
全
て
を
映
さない。

胸
が
苦
しくなりました。そして、これ

は
絶
対
に
み
ん
な
に
伝
え
な
く
て
は
と
思
いました。

学
校
の
ク
ラ
ス

では、ことあるごとにけんかになります。けんかが

国
家
ご
と

になったのが

戦
争
です。

戦
争
は
絶
対
にあってはいけない

事
だ

と
重
く
感
じました。

話
し
合
う
事
の
尊
さ
を
皆
に
伝
えたいです。

最
後
に、

平
和
式
典
に
は
世
界
中
の
人
が
参
加
していました。

参

加
国
の
中
には、

核
を
持
つ
国
がありました。その

国
の
人
た
ち
は

何
を
考
え、

式
典
に
参
加
し
て
い
る
の
か
疑
問
に
感
じました。

平
和

式
典
では、

平
和
を
実
現
し、

非
核
を
願
います。しかし、

現
実
は

核
を
持
っているのに

平
和
を
願
うのです。

全
て
の
国
が
核
を
持
た

ず
戦
争
は
し
な
い
と
決
めれば、

平
和
に
な
る
と
思
う
の
は
私
だ
け
な

のでしょうか。

平
和
は
形
だ
け
で
実
現
するのでしょうか。こん

な
に
も
戦
争
は
し
て
は
い
け
な
い
と
呼
びかけているのに、

世
界
で

は
大
き
な
戦
争
が
二
つ
も
起
き、

人
が
亡
くなっている。

悲
し
い
今

をもっと

皆
で
考
えていきたいです。

派
遣
事
業
は、

一
人
の
ひ
と

と
し
て
全
て
の
人
が
形
だ
け
で
は
な
い
平
和
を
願
い、

平
和
が
あ
た
り

前
に
あ
る
世
の
中
になってほしいと

心
か
ら
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま

した。
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平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て

磐
田
南
小
学
校

疋
田

真
桜

平
和
記
念
式
典
は、

私
が
感
じ
た
こ
と
の
な
い
お
ご
そ
か
な
雰
囲
気

で
緊
張
しました。

式
典
で
心
に
残
ったことは、こども

代
表
の「

平

和
へ
の
誓
い」の

中
の『

一
人
一
人
が
相
手
の
話
を
よ
く
聞
くこと』

『違

い
を
良
さ
と
捉
え、

自
分
の
考
え
を
見
直
すこと』『

仲
間
と
協
力

し、

一
つ
の
こ
と
成
し
遂
げること』という

言
葉
です。

広
島
は、

「七十五年

間
は
草
木
も
生
えず」といわれていたそうです。

今

の
広
島
駅
前
には、

高
い
ビ
ル
がたくさんありました。

平
和
記
念

公
園
には、

原
子
爆
弾
が
近
く
に
落
ち
た
は
ず
な
の
に
自
然
豊
か
で
し

た。

人
が
磐
田
市
の
何
倍
もいてびっくりしました。そんな

大
き

な
都
市
になったのは、『

仲
間
と
協
力
し、

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ

ること』があったからだと

思
いました。

参
加
す
る
前
は、

学
校

の
代
表
と
し
て
上
手
くやっていけるか

不
安
でした。その

不
安
の

一
つ
と
し
て
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
の
が
苦
手
な
の
で
友
達
が
で
き
る

かどうかというのもありました。

参
加
し
て
み
て
原
爆
のこと、

安
田
女
子
高
校
の
ひ
ば
く
桜
の
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
と
共
に
友
達
を
作
る

こともできました。

友
達
とは、

戦
争
や
原
爆
な
ど
の
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
したり、お

土
産
や
好
き
な
も
の
な
ど
の
楽
し
い
会
話
を

し
た
り
することができました。また、

私
が
軽
い
熱
中
症
になっ

てしまった

時
も、

声
をかけてもらいました。うれ

み
ん
な
に
追
いつけるように、

学
び
た
い
と
思
いました。

友
達
が

できると、うれしいし

気
持
ちになります。だから

友
達
は
大
切
だ
と
思
いました。

私
は、

一
人
一
人
が
友
達
を
た
く
さ

ん
作
って

信
頼
関
係
をきづいていけば、

争
い
は
な
く
な
り
平
和
な

世
界
に
近
づ
く
と
思
います。これから、この

経
験
を
生
か
し
て
南

小
学
校
だ
け
で
な
く
他
校
に
も
友
達
を
作
っていきたいです。

新
し

い
友
達
を
作
る
こ
と
が
ま
だ
苦
手
に
感
じてしまいますが、

学
校
の

み
ん
な
に
も
私
の
意
見
を
伝
え、みんなで

友
達
作
り
が
で
き
た
ら
い

い
と
思
います。私

達
の
手
で
平
和
に
す
る

東
部
小
学
校

辻

一
花

私
は、

広
島
で
戦
争
に
つ
い
て
学
び、

今
の
幸
せ
な
生
活
が
当
た
り

前
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
しました。

私
は
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
時
代
に
生
きていたわけではないから、

被
爆
者
の
苦
し
み

や
悲
し
み
が
完
全
に
分
かりはしないけれど、

被
爆
者
が
だ
ん
だ
ん

といなくなってしまっている

今、今度

は
私
達
自
身
が
次
の
世
代

の
人
た
ち
に
戦
争
の
残
酷
さ、

平
和
の
大
切
さ
を
語
り
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
いました。

私
は、

八
月
六
日
の
平
和
記
念
式
典
で
加
藤
晶
さ
ん
が
言
った

「願

うだけでは、

平
和
はおとずれません。

色
鮮
や
か
な
日
常
を

守
り、

平
和
をつくっていくのは

私
たちです。」

と
い
う
言
葉
に、はっとさせられまし

確
か
に
そ
の
通
り
だ
と

おもいました。

私
は
今
までに「

世
界
が
平
和
になりますように」

と
い
う
お
願
いをしたことがあ

世
界
か
ら
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核
兵
器
がなくなるわけではないので、

実
際
に
行
動
に
移
す
こ
と

が
重
要
だ
と
思
いました。

私
に
は
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
限
られているけれど、まずは、「ひ

と
り
ひ
と
り
の
ち
が
い
を
個
性
と
認
め
合
い
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重

する。」という

小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て
、
い
つ
か
は
世
界
を
本
当
の

平
和
にしたいです。

平
和
へ

大
藤
小
学
校

山
田

悠
翔

戦
争
と
は
何
なのか、

原
爆
って

何
だろう、

僕
は
広
島
に
行
く
ま

で
知
りませんでした。

最
初
に
訪
れ
た
安
田
女
子
高
校
では、

被
爆
樹
木
の
こ
と
を
聞
き
ま

した。

被
爆
樹
木
と
は
爆
心
地
か
ら
約
二
キ
ロ
にあり、

原
爆
投
下
前

か
ら
生
え
て
い
た
樹
木
のことです。ここではこの

被
爆
樹
木
の
苗

木
を
作
り
全
国
各
地
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
苗
木
を

送
る
活
動
をしています。

磐
田
市
に
は
、
か
ぶ
と
塚
公
園
に
被
爆
桜

があります。
平
和
記
念
公
園
では、

原
爆
について、

ア
メ
リ
カ
軍
は
原
爆
の
威

力
を
見
た
い
た
め
、
ま
だ
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
街
を
挙
げ、その

中
の

一
つ
に
広
島
がありました。

七
十
九
年
前
の
八月六日、広島

の
天

気
が
快
晴
で
投
下
目
標
の
Ｔ
字
の
橋
が
よ
く
見
え
た
た
め
広
島
に
投
下

されました。

世
界
で
初
めてでした。

資
料
館
に
は
被
爆
者
の
思
い
や
灰
色
になった

広
島
の
写
真
な
ど
が

ありました。

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
残
酷
さ
を
感
じ、

僕
は
と

て
も
辛
く
て
見
てられませんでした。

式
典
で
は
色
ん
な
国
か
ら
人
が
集
まり、

原
爆
投
下
があった

八
時

十
五
分
に、

もくとうをし、

改
め
て
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い

け
な
い
と
思
いました。こども

代
表
の
言
葉
で「

願
う
だ
け
で
は
平

和
はおとずれません」が

僕
の
心
に
残
りました。

世
界
で
は
今
も
戦
争
を
し
て
い
る
国
があります。どんな

理
由
や

目
的
があったとしても、

多
く
の
人
々
の
悲
し
み
を
生
む
戦
争
は
や

ってはいけないと

思
います。

願
う
だ
け
で
は
本
当
に
平
和
は
お
と

ずれないです。

当
た
り
前
に
ご
飯
が
食
べられる、

友
達
と
遊
べる、

こ
の
当
た
り
前
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
平
和
な
生
活
で
あ
る
か
ら
今

は
出
来
る
こ
と
だ
け
ど
平
和
は
当
た
り
前
にあるものではない、み

ん
な
の
努
力
によって

保
た
れ
る
も
の
だ
と
思
います。

今
の
生
活
に

感
謝
して、

ケ
ン
カ
をしない、

人
の
意
見
をしっかり

聞
く、

人
が

喜
ぶこと、

笑
顔
になれること、お

互
い
を
思
い
や
る
心
を
持
ち
仲

良
くすること、それが

出
来
ればきっと

平
和
へ
と
広
がっていく

と
思
います。

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
教
わったこと

向
笠
小
学
校

馬
渕

菜
希

平
和
学
習
で
の
私
のめあては、「

本
や
インターネット

な
ど
で
は
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学
べないことを、

自
分
の
目
で
見
て
聞
い
て
体
感
してこよう」で

した。

実
際
に
平
和
記
念
公
園
へ
行
って

原
爆
ドーム

や
原
爆
の
子
の

像、平和記念資料館

へ
行
き、

被
爆
し
た
人
達
の
当
時
の
様
子
や
思

い
は
と
て
も
残
酷
でした。

悲
惨
な
あ
の
日
の
出
来
事
は、

私
も
絶
対

に
二
度
とあってはならないことだと

思
いました。

平
和
記
念
式

典
では、

広
島
市
こ
ど
も
代
表
者
が
発
表
し
て
い
た
誓
い、「

願
う
だ
け

では、

平
和
はおとずれません。

色
鮮
や
か
な
日
常
を
守
り、

平
和

をつくっていくのは

私
たちです。

一
人
一
人
が
相
手
の
話
を
よ
く

聞
くこと。『

違
い』を『

良
さ』と

捉
え、

自
分
の
考
え
を
見
直
す
こ

と。

仲
間
と
協
力
し、

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げること。」この

三
つ

の
こ
と
が
私
た
ち
に
も
で
き
る
平
和
へ
の
一
歩
だ
と
学
びました。こ

のことを、

向
笠
小
の
み
ん
な
に
伝
え、

行
動
したいです。

世
界
に

核
兵
器
が
あ
る
限
り
燃
え
続
ける「

平
和
の
灯」

の
火
が
で
き
る
だ
け

早
く
消
えること、つまり

世
界
か
ら
核
兵
器
が
な
く
な
る
こ
と
を
願

って

生
活
したいです。

ま
た
安
田
女
子
学
園
へ
行
き
被
爆
樹
木
を
見
て、

被
爆
し
た
け
れ
ど

今
で
も
元
気
に
生
き
て
い
る
桜
の
木
は、「

希望」

や「

喜
び」をみん

な
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
いました。

被
爆
桜
の
苗
木
は、

広
島

市
の
生
徒
達
が
研
究
を
重
ね、

十
一
年
間
で
六
十
一
校
七
団
体
に
寄
付

したそうです。

磐
田
市
に
は
六本、

か
ぶ
と
塚
公
園
や
向
陽
中
な
ど

に
寄
付
されています。

私
も
被
爆
桜
がつないでくれた「

縁」

を

大
切
に
し
た
い
と
思
います。この

二
日
間
で
め
あ
て
も
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
かったです。

最
後
に、

今
回
広
島
派
遣
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
学
校
の

みんな、

市長、市役所

の
方々、一緒

に
行
った

仲間、家族

に
感

謝
したいです。ありがとうございました。

二
日
間
仲
間
と
楽
し

く
平
和
に
つ
い
て
学
ぶことができ、

思
い
出
に
残
る
活
動
と
な
り
ま

した。これからも

学
び
続
けたいです。

平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

長
野
小
学
校

西
川

葵

「願

うだけでは、

平
和
はおとずれません。

色
鮮
や
か
な
日
常

を
守
り、

平
和
をつくっていくのは

私
たちです。」これは

広
島
平

和
式
典
で
の
こ
ど
も
代
表
の
言
葉
です。

私
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時

に
ハッ

としました。

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っているだけ

で
は
ダ
メ
だということ、

何
も
し
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
強
く
共
感
しました。

訪
ね
た
安
田
女
子
高
等
学
校
では、

聞
かせてもらった

ア
オ
ギ
リ

の
歌
の
中
の、「

広
島
のねがいはただひとつ。せかい

中
の
み
ん
な

の
明
る
い
笑顔。」

と
い
う
歌
詞
に
心
を
打
たれました。

平
和
な
日
常

は
当
た
り
前
のことではなく、

意
思
をもって

作
っていかなけれ

ば
い
け
な
い
と
思
いました。また、

安
田
女
子
高
等
学
校
か
ら
い
た

だ
い
た
と
い
う
被
爆
桜
の
苗
木
が
か
ぶ
と
塚
公
園
に
植
樹
さ
れ
て
い
ま

すので、たくされた

想
い、

感
じ
た
思
い
を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
時
々

足
を
運
びたいです。

そ
の
後
に
訪
ね
た
原
爆
資
料
館
では、

展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
や
写

真
を
通
して、たった

一
発
の
爆
弾
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
街
が
破
か
い
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され、

多
く
の
人
々
が
苦
しんだ、

今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
事

実
に
む
ね
が
苦
しくなり、

言
葉
が
出
ないほどのしょうげきを

受

けました。そしてあらためて

命
の
大
切
さ、

生
き
る
こ
と
の
喜
び、

平
和
の
あ
り
が
た
み
を
強
く
感
じました。

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
作
っていく

一
人
として、

今
回
の
経
験
で
学

ん
だ
戦
争
や
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さを、

周
り
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っています。そして

平
和
を
願
う

だけではなく、

相
手
の
心
を
思
いやること、ちがいを

理
解
し
て

受
け
止
めること、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
えることなど、

普
段
の
生

活
の
中
で
平
和
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
実
行
し
て
い
き
た
い

です。こうしたことの

積
み
重
ね
が
こ
れ
か
ら
の
平
和
につながっ

て
い
く
と
思
います。

広
島
へ
行
った

時
の
感
想

岩
田
小
学
校

河
野

颯
太

ぼ
く
が
広
島
へ
行
って

見
た
り
聞
い
た
り
感
じたことは、まずは

安
田
女
子
高
等
学
校
です。

学
校
は、

最
近
場
所
を
変
え
た
ら
し
く
学

校
は
何
を
見
て
も
新
品
でびっくりしました。

一
番
お
ど
ろ
い
た
こ

と
は
被
爆
桜
です。

被
爆
桜
は、

爆
心
地
か
ら
二
千
百
十
メートル

離

れ
て
い
て
、
今
で
も
元
気
に
花
を
咲
か
せ
るそうで、

そ
の
姿
か
ら
元

気
をもらいました。

安
田
女
子
高
等
学
校
は
原
爆
の
日
、
生
徒
や
先

生
も
含
めて、

三
百
二
十
八
人
の
命
が
奪
われました。

全
体
的
に
も

大
き
な
ひ
が
い
が
あ
い
つ
い
だ
広
島
は
今
も
の
す
ご
く
発
展
し
て
い
て

おどろかされました。
次
に
行
ったのは、

平
和
記
念
公
園
です。

平
和
公
園
では、

原
爆

の
子
の
像
や、

原爆供養塔、被爆樹木

ア
オ
ギ
リ
などがあって

、

ほ
と
ん
ど
平
和
などにかんするものでした。こんな

公
園
は
初
め

てでした。

相
生
橋
の
と
こ
ろ
で
は
路
面
電
車
が
走
っていました。

路
面
電
車
は
原
爆
の
日
か
ら
三
日
で
修
復
し
て
市
民
は
移
動
が
し
や
す

くなったと

安
田
女
子
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
聞
きました。

次
は
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
しました。

館
内
で
は
被
爆
し

た
人
の
遺
品
がたくさんありました。たとえば、

金
属
な
ど
の
溶

融
塊
や、

曲
がった

自転車、割

れ
た
茶
碗
などがありました。

他

には、

産
業
奨
励
館
の
模
型
や
原
爆
ドーム

の
模
型
も
あ
り
、
比
べ
る

と
原
爆
の
威
力
が
分
かって、

恐
ろしくなりました。

壁
を
見
る
と

マーシャル

諸
島
で
の
核
実
験
などがありました。あとは

外
国
の

保
有
し
て
い
る
数
も
細
か
く
書
いてありました。

ロ
シ
ア
は
四
千
四

百九十個、米国三千七百八個、中国

は、

四百十個、

フ
ラ
ン
ス

は、

二百九十個、英国

は、

二百二十五個、

パ
キ
ス
タ
ン
は、

百

七十個、

イ
ン
ド
は
百六十四個、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
九
十
個
、
北
朝
鮮

は
四
十
個
で
、
ま
だ
世
界
で
は
合計九千五百八十七個、核弾頭

は

平
和
を
脅
か
す
危
な
い
物
な
の
で
早
くなくなって

平
和
な
社
会
に
な

れ
ば
と
思
います。
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平
和
の
大
切
さ

田
原
小
学
校

川
端

京
楓

私
は、

広
島
に
行
って

平
和
の
大
切
さ
を
学
びました。

平
和
記
念

資
料
館
の
見
学
と
平
和
記
念
式
典
の
参
加
は
私
にとってとても

印
象

深
い
経
験
でした。

平
和
記
念
資
料
館
に
は
被
爆
者
の
写
真
や
持
ち
物
が
展
示
さ
れ
て
い

ました。

焼
け
焦
げ
た
三輪車、水

を
求
め
て
亡
くなったひどいや

け
ど
を
負
った

人、直接原爆

の
被
害
を
受
けていないけれど、

放

射
線
によって

何
年
もたってから

病
気
に
な
り
亡
くなった

人。展

示
物
だ
け
で
な
く
言
葉
か
ら
も
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
が
伝
わってきまし

た。

原
爆
で
生
き
残
った

子
供
達
も
お
母
さ
ん
や
お
父
さん、

兄
弟
を

失
い、

独
りぼっちでくつみがきをしたり

物
を
盗
ん
だ
り
し
て
道

端
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
知
り、

私
は
原
爆
が
あ
た
り
前
の
日
常
を

うばってしまったことが

分
かり、とても

恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
し

た。
平
和
記
念
式
典
では「

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
想
像
を
働
かせ、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大切。」

と
い
う
お
話
に
共
感

しました。

私
は
今
ま
で
原
爆
と
聞
い
て
も
あ
ま
り
考
え
た
り
す
る
こ

とがなかったけれど、このお

話
を
聞
いて、

世
界
か
ら
核
兵
器
を

な
く
す
た
め
に
は
自
分
達
に
は
何
が
で
き
る
か
考
え、

未
来
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
分
かりました。

私
は
こ
れ
か

ら
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
かし、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ

う
と
思
います。まず、

自
分
にできることは、こ

経
験
を
身
近

な
人
や
学
校
の
友
達
に
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
いました。

平
和

富
士
見
小
学
校

笠
井

百
珠

私
は
今
回
広
島
に
行
くまで、

戦
争
や
原
爆
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
り

ませんでした。それは、

関
心
のないことだったからです。

代
表
が
集
まった

事前勉強会。私

だ
け
で
な
く
み
ん
な
戦
争
や
核

兵
器
についてくわしくなかったので

少
し
安
心
しました。

磐
田

市
の
か
ぶ
と
塚
公
園
の
被
爆
桜
や
さ
め
島
海
岸
に
不
時
着
し
た
緑
十
字

機
のこと、

広
島
の
歴
史
と
な
ぜ
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
理

由
も
学
びました。

は
け
ん
一日目、桜

の
苗
木
を
く
れ
た
高
校
に
行
き、お

話
を
聞
き

ました。

生
きるのをやめずにがんばって、

今
で
も
花
が
さ
く
の

はすごいです。そして

広
島
平
和
記
念
資
料
館
です。いろいろな

展
示
の
中
で
も
原
爆
で
苦
し
む
人
々
の
写
真
はかわいそうで、

私
は

目
をつぶってしまいました。

写
真
のしょうげきが

強
す
ぎ
て
今

でもはっきり

覚
えています。また

焼
け
た
三
輪
車
や
絵
な
ど
黒
や

灰
色
で
ど
れ
も
と
て
も
残
こくで、

今
の
美
し
い
広
島
か
ら
は
想
像
で

きません。

戦
争
と
原
爆
はとてもこわいです。

二
日
目
は
平和記念式典。

た
く
さ
ん
の
外
国
の
代
表
が
参
列
し
て

いておどろきました。

同
時
にとてもうれしくなりました。

出

席
し
て
い
る
国
の
人
達
は
み
ん
な
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
考
え
て
い
る

からです。そして、こども

代
表
の
平
和
の
誓
い
に
感
動
しました。

「平和

は
と
て
も
大
切
で、とても

尊
いもの」「

願
う
だ
け
で
は
平
和

はおとずれません。

色
鮮
や
か
な
生
活
を
守
り、

平
和
を
作
ってい

く
の
は
私
たちです。」とい

言
葉
です。その

通
り
だ
と
思
ったか



令和６年度広島平和記念式典小中学生派遣事業 

15 

らです。
知
ら
な
い
ま
ま
は
幸
せかもしれないけれど、

体
験
や
見
聞
き
を

し
た
人
が
伝
えれば、

知
らなかった

人
が
関
心
をもち、

考
え、

行

動
につながります。 私

は
こ
れ
か
ら
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
えて、

核
兵
器
や
争
い
の
な
い
世
界
にしたいです。

行
って、

感
じて、

見
た
平
和

福
田
小
学
校

川
野

琴
子

一九四五年、八月六日、午前八時十五分、広島

の
晴
天
に
少

し
大
き
な
火
の
球
が
現
れ、そのせん

光
と
共
に、

熱
線
と
爆風、「

ド

ーン」

と
い
う
に
ぶ
い
音
が
地
上
に
行
きわたり、

一
瞬
で
広
島
は、

灰
になる、そんな

世
界
を
私
は、

心
の
中
で
見
ました。「

戦
争
は
二

度
とやってはいけない。」それはただのきれい

事
ではなく、し

ん
の
あ
る
理
由
の
基
で
の
言
葉
です。

私
が
感
じ
た
そ
の
言
葉
の
理由、一

つ
目
は「

戦
争
は
だ
れ
も
幸
せ

にならない」ということです。

一見、勝

った

方
の
人
々
は、

幸

せになりそうですが、それはた

戦
争
が
終
わって、もうあ

ぶ
な
い
目
を
見
なくてすむ。」という

戦
争
の
終
わ
り
に
対
す
る
安
心

感
です。なので、

戦
争
を
し
て
い
る
最
中
に
よ
ろ
こ
ぶ
人
な
ど
だ
れ

もいません。
二
つ
目
は「

戦
争
は
一
度
始
まると、

終
わらない。」とい

です。

戦
争
は
た
と
え
終
わったとしても、きれいさっぱりは

終

わらずに、やがて、

敗
け
た
方
の
苦
しみ、

勝
ったけれど

暮
ら
し

は
よ
く
な
ら
な
い
と
い
う
不
満
は、にくしみやうらみになって、

ま
た
戦
争
になります。つまり、

戦
争
は、

終
わりがなくなって

しまうのです。
まだ、

終
えません。まだ、

終
えられません。

ヒ
ロ
シ
マ
を
考

えること、

本
当
の
平
和
を
願
うこと。

核
がなくなるまで、

本
当

の
平
和
ができるまで。平

和
へ
の
思
い

豊
浜
小
学
校

片
井

美
咲

私
は
広
島
の
七
十
九
回
目
の
平
和
記
念
式
典
に
参
加
しました。そ

こ
に
は
原
爆
で
被
爆
した、

佐
々
禎
子
さ
ん
の
像
の
前
の
千羽鶴、参

列
し
た
百
ヵ
国
以
上
の
人
たち。「

平和」

へ
の
気
持
ち
が
一
つになっ

た
瞬
間
でした。

広
島
市
長
の「

世
界
中
が
平
和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。」という

言
葉
が
心
に
残
ります。「どうしたら、

世
界
が
平
和

に
な
る
の
か…

。」と

考
えました。

こ
れ
ま
で
学
校
の
国
語
の
教
科
書
で
し
か
戦
争
の
話
を
学
ん
だ
事
が

なかった

私
は、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
見
た
写真、被爆

し
た
物、

そ
し
て
ボランティア

の
方
の
お
話
を
聞
い
て
戦
争
や
原
爆
は
本
当
に

恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
知
りました。

人
が
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
て
い
る
写

真
や
ボ
ロ
ボ
ロ
の
三
輪
車
を
見
て
何
十
万
人
の
人
の
命
を
奪
い、たく
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さ
ん
の
日
常
が
奪
われました。

安
田
女
子
中
学
高
等
学
校
には、

被
爆
桜
があります。

被
爆
を
し

たにもかかわらず、

芽
を
ふ
き
返
し
七
十
九
年
以
上
たった

今
で
も

元
気
に
咲
いています。この

被
爆
桜
の
前
に
小
さ
な
女
の
子
が
桜
に

向
かっておじぎをしていました。この

姿
を
見
て
広
島
の
人
た
ち

が
こ
の
桜
に
対
す
る
思
い
の
強
さがわかりました。

私
は
か
ん
ご
し
に
な
る
の
が
夢
です。

多
く
の
人
に
命
の
大
切
さ、

平
和
へ
の
思
い
を
伝
えていきたいです。

今
で
も
七
十
九
年
前
の
日
本
と
同
じ
様
に
罪
も
な
い
た
く
さ
ん
の
人

の
日
常
が
奪
わ
れ
苦
しんでいます。

武
力
で
は
な
く
話
し
合
う
事
で

解
決
で
き
る
世
界
になっていく

様
に
自
分
の
こ
と
か
ら
実
せ
ん
し
て

いきます。

広
島
の
派
遣
事
業
で
知
ったことと

感
想

竜
洋
東
小
学
校

牧

剣
芯

ぼくは、この

派
遣
事
業
を
通
して、

命
の
尊
さ、

戦
争
・
原
爆
の

ひさんさ、そして

平
和
の
大
切
さ
を
学
びました。

まず、

原
爆
（原子

爆
弾
）
とは、とても

強
力
な
核
爆
弾
の
一
つ

であり、「

リトルボーイ」

と
い
う
原
爆
が、

一
九
四
五
年
八
月
六
日

午
前
八
時
十
五
分
に
落
とされ、

爆
発
しました。

三千～四千度

の

熱
線
と
爆
風
で、

何
もかも、

燃
えて、とけて、ふき

そうです。

爆
心
地
と
い
う
原
爆
が
落
ち
た
場
所
の
す
ぐ
近
く
の
デ
パ

ート

は、ひがいを

受
けましたが、

レンガ、コンクリート

と
多

く
の
窓
により、

今
も
一
部
が
残
っていて、

世
界
遺
産
になってい

るものが、

名称「

原
爆
ドーム

」
です。

一日目、実際

に
広
島
に
行
って、まず

安
田
女
子
高
等
学
校
を
訪

問
しました。

旧
校
は
原
爆
でくずれ、

多
く
の
生
徒
と
先
生
が
亡
く

なったそうです。

今
の
校
舎
は
別
のところにあり、

大
き
く
て
立

派
だ
と
思
いました。

桜
があり、この

桜
は、

原
爆
に
被
爆
し
て
も

生
きている「

被
爆
樹
木」

の
一
つ
の
被
爆
桜
でした。そして、こ

の
桜
を
全
国
に
贈
る
活
動
を
しているそうです。この

桜
は
磐
田
に

も
贈
ら
れ
、
今
も
各
地
で
花
を
咲
かせています。

次
に
平
和
記
念
公

園
に
行
きました。

目
で
見
る
原
爆
ドーム

は
と
て
も
大
きかったで

す。そして

平和記念資料館（原

爆
資料館）

に
行
きました。

原

爆
や
そ
の
後
の
町
の
写
真
や
被
爆
者
の
苦
労
や
遺
品
がありました。

見
て
て
と
て
も
悲
しくなりました。

他
に
も
平
和
の
灯
や
平
和
の
鐘

や
原
爆
の
子
の
像
がありました。

ホ
テ
ル
にとまって

二日目。朝早

く
に
平
和
記
念
公
園
に
行
き、

平
和
記
念
式
典
に
行
きました。

首
相
な
ど
え
ら
い
人
も
大
勢
来
て、

も
く
と
う
を
し
た
り
歌
を
歌
ったりしました。そして

帰
りました。

こ
の
二
日
間
で、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
事
を
学
びました。この

事

を
二
度
と
く
り
返
さないため、

色
々
な
人
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

ります。ぼくも

学
校
の
人
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
います。
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広
島
と
リトルボーイ

竜
洋
西
小
学
校

神
田

尚
輝

ぼくは、

広
島
の
安
田
女
子
高
等
学
校
や
平
和
記
念
式
典
な
ど
に
行

き、あらためて

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
広
島
の
方
々
の
思
い
な
ど
を
知

ることができました。
安
田
女
子
高
等
学
校
では、ひばく

桜
や
リトルボーイ

の
話
な
ど

を
聞
きました。ひばく

桜
と
は
爆
心
地
か
ら
二
．
一
キロメートル

以
内
に
咲
い
て
い
た
桜
のことで、

安
田
女
子
高
等
学
校
では、この

桜
をなくさないように、

苗
木
を
全
国
の
公
園
や
学
校
に
あ
げ
て
植

えてもらっていると

聞
い
て
、
ぼくは、そのひばく

桜
を
と
お
し

て、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
る
の
だ
と
思
いました。

平
和
記
念
公
園
では、

ガ
イ
ド
の
人
に
色
々
な
話
を
聞
きました。

例
えば、

原
爆
が
七
十
九
年
前
におとされたのにもかかわらず、

原
爆
ドーム

は
補
強
作
業
のおかげで、まだ

残
り
つ
づ
け
て
い
る
な

ど
の
話
を
聞
きました。その

話
のなかでぼくが、とくに

心
に
残

ったのは、

原
爆
ドーム

をはじめ、こわそうとしていましたが、

一
人
の
青
年
が
後
世
に
つ
な
い
で
い
く
よ
う
に
し
よ
う
と
言
ったので、

今
ま
で
原
爆
ドーム

が
残
ってい

る
ん
だ
よ
と
聞
いて、このような

人
がいたから、あれいこう

戦
争
が
起
き
て
い
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

した。
一
発
の
核
兵
器
の
せ
い
で
た
く
さ
ん
の
人
々
がぎせいになってし

まったけど、けっきょく

人
間
が
作
り、

人
間
の
意
志
で
落
と

し
た
の
だ
か
ら
悪
い
の
は
人
間
であって、

核
兵
器
で
は
な
い
こ
と
を

心
に
残
し
な
が
ら
生
活
していきたいです

平
和
と
は
何
か

竜
洋
北
小
学
校

日
内
地

聡
汰

僕
は、この

広
島
に
行
って

重
要
な
経
験
をたくさんしました。

それは、かつて

灰
色
の
世
界
となってしまった

原
爆
ドーム

な
ど

を
見
て
実
際
に
感
じることができました。

僕
は、

二
日
間
を
通
し

て、

広
島
は
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
発
達
し
て
い
る
な

と
思
いました。

安
田
女
子
高
等
学
校
に
行
って

生
徒
会
の
人
た
ち
が
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
や
被
爆
桜
の
こ
と
に
つ
い
て
教
えてくれました。

被
爆
桜
は、

被

爆
し
た
桜
の
木
の
事
で、

実
際
に
触
ってみたら

ボ
コ
ボ
コ
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
る
と
こ
ろ
が
多
く、

模
様
も
僕
が
見
る
桜
の

模
様
よ
り
大
き
く
普
通
の
桜
と
違
う
な
と
思
いました。

原
爆
ドーム

では、

ボランティア

の
方
々
が
原
爆
ドーム

の
最
初
の
形
を
見
せ
て

くれました。

原
爆
ドーム

は、

一
瞬
に
し
て
壁
な
ど
が
吹
き
飛
ん
で

しまっていて

原
爆
の
強
さ
を
感
じました。

丸
い
ドーム

型
の
部
分

は
銅
で
で
き
て
い
て
一
瞬
で
溶
けてしまったそうです。

原
爆
が
落

と
さ
れ
た
広
島
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶにつれて、

原
爆
が
落
と
さ
れ

た
当
時
の
み
ん
な
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
悲
し
い
気
持
ちでいっぱい

になりました。またこれがおきな

平
和
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
えていきたいです。それには、

世
界
中
が
笑
顔
で
い

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
平
和
へ
の
一
歩
だ
と
思
いました。
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ぼ
く
と
広
島

豊
田
南
小
学
校

田
中

湊
徠

ぼくは、

広
島
で
は
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
ま
ず
一
つ
目
は、

平
和
記
念
資
料
館
です。

当
時
の
お
そ
ろ
し
さ
が

ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
な
画像、当時

か
ら
残
さ
れ
て
い
る
物
など、

ぼ
く
は
言
葉
で
は
表
せませんでした。

話
を
聞
い
た
だ
け
で
も
お
そ

ろしいからです。けれど、じっさいに

見
て、

当
時
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
お
き
て
い
る
の
に
悲
願
だが、

被
爆
さ
れ
た
か
た
た
ち
の
思
い

が
よ
く
伝
わりました。

二
つ
目
は、

安
田
女
子
高
校
です。「

被爆桜」

と
い
う
も
の
を
教
わ

り、

被
爆
されたのは、

人
だけではなく、

植
物
も
同
じように、

被
爆
されていました。

植
物
の
木
が
曲
がってしまうほど、

原
爆

の
お
そ
ろ
し
さ
を
目
にしました。かくへいきのことや、

広
島
の

ことなど、

七
十
九
年
前
の
つ
ら
さ
を
よ
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
三
つ
目
は、

平
和
記
念
式
典
です。

被
爆
三
世
の
人
達
が
つ
ら
そ
う

な
顔
を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
式
典
では、

岸
田
さ
ん
が
こ
う
言
い
ま

した。「広島

で
な
ぜ
原
爆
が
落
とされたのか。」

と
言
いました。ぼくはその

言
葉
に
共
感
しました。なぜ

広
島
な

のか、など

式
典
の
や
る
意
味
な
ど
が
よ
く
分
かりました。

このようにぼくは、こ

期
間
をとおして、

平
和
へ
の
気
持
ち、

向
き
合
い
方
など、そして、

感
謝
をおそわりました

な
機
会
を
く
だ
さ
り
本
当
にありがとうございました。

平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は

豊
田
北
部
小
学
校

佐
藤

祐

「平和

を
実
現
するためには」それは

広
島
に
行
って

体
験
し、

考
えたことであり、

今
後
も
考
えていきたいことだ。

僕
が
広
島

に
到
着
し
て
最
初
に
見
た
光
景
は、とてもきれいな

街
並
み
や
大
き

な
ビ
ル
だった。しかし、

平
和
記
念
公
園
に
は
当
時
の
ま
ま
の
原
爆

ドーム

があり、

原
爆
資
料
館
に
は
原
爆
症
や
や
け
ど
に
苦
し
む
人
々

の
写真、八時

十
五
分
で
止
まった

時計、

ぼろぼろになった

三
輪

車
な
ど
が
展
示
されていた。

僕
は
今
の
き
れ
い
な
広
島
と、

当
時
の

写
真
の
中
の
光
景
と
が
違
いすぎて、

本
当
に
起
こったことなのか

信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ちになった。だが

原
爆
に
つ
い
て
学
ぶほどに、

原
子
爆
弾
が
ど
れ
ほ
ど
甚
大
な
被
害
を
及
ぼし、

人
々
を
苦
し
め
続
け

た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り、とても

恐
ろしくなった。

特
に
印
象
に
残
っているのは、

資
料
館
にあった

放
射
線
を
帯
び

た
黒
い
雨
を
飲
む
少
女
の
絵
と、その

絵
に
寄
せられていた「くろ

い

く
ろ
い
雨

大
き
な
つ
ぶ
の
雨

空
にむかって

口
を

大
き

く
あ
け
ま
し
た

か
ら
だ
中
が

あ
つ
く
て

あ
つ
く
て

水
が
ほ
し

かったのです」という

言
葉
だ。

僕
は
こ
の
絵
が、

普
通
に
暮
ら
す

市
民
ま
で
巻
き
込
ん
だ
原
子
爆
弾
は、

非
人
道
的
で
絶
対
にあっては

な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
訴
え
か
け
て
く
る
よ
う
に
感
じ
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た。

平
和
記
念
式
典
では、「

願
うだけでは、

平
和
は
お
と
ず
れ
ま
せ

ん。

色
鮮
や
か
な
日
常
を
守
り、

平
和
をつくっていくのは

私
た
ち

です。」という

平
和
へ
の
誓
い
の
言
葉
が
心
に
残
った。

僕
は
こ
の
言

葉
を
聞
いて、

今
まで「

戦
争
をしてはならない」という

言
葉
を、

特
に
深
い
意
味
も
考
え
ず
覚
えていたが、

平
和
を
実
現
す
る
た
め
に

は、

一
人
一
人
が
平
和
に
対
す
る
考
えと「

今、自分

に
出
来
る
こ
と

は
何
か」という

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
った。この

経
験
を
忘
れず、これからも、まわりの

人
と
平
和
の
尊
さ、

命
の

重
み
に
つ
い
て
語
り
合
っていきたいと

思
う。

平
和
の
大
切
さ

青
城
小
学
校

大
野

匠
太

「それは

ずーっと

ずーっと

前
の

あ
る
夏
の

苦
し
く

い
や
な
思
い
出」

これは、

僕
が
広
島
に
行
く
前
に
読
んだ「

本田千年（

ほ
ん
だ
ち
と

し）」さんという

長
崎
で
被
爆
し
た
方
が
書
い
た
被
爆
体
験
記
の
言
葉

です。この

体
験
記
は
昭
和
六
十
一
年
に
書
か
れ
、
す
で
に
三
十
八
年

がたっています。

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中、僕

は
原
爆

の
こ
と
を
授
業
な
ど
で
し
か
知
りませんでした。そんなと

体
験
記
を
読
み、

原
爆
でどんなことがあったの

見
に
行
き
た

い
と
思
いました。

広
島
に
行
って

最
初
に
見
た
の
が
被爆桜。

そ
の
名
のとおり、

被

爆
し
て
も
生
き
続
け
て
い
る
桜
でした。この

桜
は
被
爆
し
て
平
均
寿

命
を
超
え
て
も
力
強
く
生
きていることで、

多
く
の
被
爆
者
を
元
気

づけたそうです。
そ
の
後、原爆資料館

に
行
きました。

最
初
の
部
屋
で
は
原
爆
が

落
と
さ
れ
る
前
の
広
島
の
写
真
が
展
示
されており、そこには

被
爆

す
る
前
の
原
爆
ドーム、

た
く
さ
ん
の
人
が
行
き
交
う
に
ぎ
や
か
な
商

店街、平和

な
街。次

の
部
屋
に
行
く
と
八
月
六
日
八
時
十
五
分
で
止

まった

時
計
の
絵、前

の
部
屋
で
は
平
和
だったはずの

街
が
一
瞬
に

し
て
瓦
礫
の
山
になっている

写
真
が
展
示
されていました。その

写
真
は、

原
爆
の
効
果
を
確
か
め
に
来
た
ア
メ
リ
カ
兵
が
撮
ったそう

です。「

原
爆
の
効果」

とは、あまりにも

残
酷
な
言
い
方
だ
と
思
い

ました。

皮
膚
が
な
い
ま
ま
川
に
落
ち
て
死
ん
で
い
く
人々。病院

で

は
未
知
の
放
射
線
物
質
で
毎
日
火
葬
の
日々。被爆者

は
言
います。

「あのときの

広
島
は
地
獄
だった」「

希
望
を
失
っても

生
き
る
し
か

なかった」と。
千
年
さ
ん
の
体
験
記
に「

平
和
ほ
ど
大
事
なものはありません」

と
い
う
一
文
があります。

僕
も
広
島
に
行
き、

平
和
の
大
切
さ
を
強

く
実
感
しました。

願
う
だ
け
で
は
何
も
変
わりません。

被
爆
者
の

思
い
を
無
駄
にしないために、

平
和
を
守
っていくのは

僕
た
ち
で

す。
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平
和
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

豊
田
東
小
学
校

宮
城

結
衣

「願

うだけでは、

平
和
はおとずれません。

色
鮮
や
か
な
日
常

を
守
り、

平
和
をつくっていくのは、

私
たちです。」

これは、

広
島
平
和
記
念
式
典
で
の
平
和
の
誓
い
の
言
葉
です。

私

は
こ
の
言
葉
を
聴
いて、これまでの

自
分
の
平
和
に
関
し
て
の
考
え

方
に
茫
然
自
失
してしまいました。

願
えばきっと

平
和
は
実
現
す

る、

誰
か
が
何
ら
か
の
方
法
で
平
和
は
現
実
化
する、と

思
っていた

自
分
と
は
異
なり、これから

平
和
な
日
常
を
守
り、つくっていく

の
は
私
達
だと、

強
い
信
念
が
あ
る
そ
の
言
葉
は
平
和
を
願
う
沢
山
の

人
々
が
感
銘
を
受
け
た
と
思
います。

広
島
平
和
記
念
公
園
や
資
料
館
で
見
た
展
示
物
か
ら
も
驚
愕
さ
せ
ら

れました。

原
爆
が
投
下
され、

酷
い
火
傷
を
負
った

人
や、

放
射
線

の
影
響
で
重
い
病
にかかった

人、明日共

に
過
ごすはずだった

大

切
な
人
を
失
ってしまった

人。笑顔溢

れ
る
明
る
い
広
島
の
町
は
、

たった

一
発
の
爆
弾
によって

絶
望
の
涙
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
灰
色
の

町
に
変
わってしまいました。

皆
悲
し
み
に
暮
れ、

生
き
る
の
で
精

一
杯
でしたが、また

昔
の
よ
う
な
生
き
生
き
と
し
た
平
和
な
世
界
を

取
り
戻
そうと、

生
き
る
こ
と
へ
の
喜
び
や
希
望
を
広
げようと、

広

島
の
人
々
は
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
る
活
動
を
始
めました。

原
爆
ドー

ム
の
保
存
活
動
や、

被
爆
桜
の
苗木活動、原爆

の
子
の
像
を
建
て
る

など、

未
来
の
平
和
の
た
め
に
全
力
を
尽
くしました。

次
は
私
達
の

番
です。

未
来
の
平
和
な
世
界
を
創
る
の
は
私
達
です。

私
達
が
今、

平
和
の
た
め
に
で
き
る
事、

それは、

相
手
の
話
を
よ
く
聴
く
事、人

との「

違
い」を「

良
さ」として

認
め
合
うこと、そして

互
い
に

尊
重
し
合
う
事。小

さ
な
事
で
す
が
私
達
に
も
世
界
平
和
実
現
の
た
め

に
で
き
る
事
があります。つまり、

平
和
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す

ことは、

平
和
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
事
に
繋
がるのです。

私
は、

世
界
平
和
実
現
のために、どんな

小
さ
な
こ
と
も
努
力
し
て
行
動
し

よ
う
と
心
か
ら
決
意
しました。

平
和
を
願
って

豊
岡
南
小
学
校

清
水

智
咲

私
は、

原
爆
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
こったのか、

知
っているつも

りでした。しかし、その

実
態
は、

私
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

ものでした。
七
十
九
年
前
の
八月六日、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わっていた

広
島

が、

一
発
の
原
爆
を
落
とされたことによって、むこうの

島
の
山

が
見
えるぐらい、

何
もなくなってしまった、そう

聞
いたとき、

私
は
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
が
な
い
く
ら
い
の
衝
撃
を
受
けました。

さらに、

平
和
記
念
資
料
館
では、

水
を
求
め
て
川
面
で
亡
くなっ

た
人
々
の
山
の
絵、皮膚

が
た
だ
れ
て
人
間
の
形
にとどまっていな

い
人
の
写真、足

の
一
部
が
も
ぎ
と
ら
れ
た
人
の
姿
もありました。

進
むたびに、

私
は
心
がしめつけられ、

見
る
の
が
辛
くなってき

ました。

思
わ
ず
顔
をそむけてしまった

時
もありました。

そして、

平
和
記
念
式
典
の「

平
和
へ
の
誓
い」で、

私
と
同
じ
六
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年
生
は
こ
う
述
べました。「『

違
い』を『

良
さ』と

捉
え、

自
分
の

考
え
を
見
直
すこと。

私
た
ち
に
も
で
き
る
平
和
へ
の
一
歩
です。」

私
は
こ
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
に
残
りました。

平
和
のために、

「違

い」を「

良
さ」として

捉
えれば、

差
別
や
喧
嘩
は
減
る
で
し

ょう。この

言
葉
を
心
に
刻
み、

二
度
と、

戦
争
や
原
爆
に
よ
る
惨
劇

が
起
きないように、

今
回
の
体
験
に
よ
り
学
んだ、

核
の
恐
ろしさ、

そ
れ
か
ら
平
和
の
大
切
さ
を
周
り
の
人
に
伝
え、

平
和
へ
の
思
い
を
継

承
していきたいです。

私
に
で
き
る
第
一
歩

豊
岡
北
小
学
校

六
年

大
西

香
歩

私
は
広
島
を
訪
れ
る
前、世

の
中
は
平
和
であるべき、

戦
争
を
く

り
返
してはいけない、と

思
っていた。しかしそれだけでは

足

り
な
い
と
安
田
女
子
高
等
学
校
で
の
話
と
平
和
へ
の
誓
い
を
聞
い
て
気

づくことができた。
安
田
女
子
高
等
学
校
には「

被爆桜」

があり、それは

今
で
も
枝

を
広
げ、

春
に
は
大
き
く
花
を
咲
かせるそうだ。そして、そこで

は
そ
の
苗
木
を
配
る
活
動
をしている。この

活
動
を
始
め
て
十
一
年

で
計
七
十
七
本
の
苗
木
と
希
望
を
贈
ったと

言
っていた。これは

生

徒
た
ち
が
自
主
的
に
始
め
た
も
の
だ
と
聞
い
て
私
は
感
銘
を
受
けた。

自
分
た
ち
で
平
和
へ
の
強
い
想
い
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
と
苗
木
を

贈
り
続
け
る
そ
の
行
動
力
が
す
ご
い
と
思
ったからだ。

私
は
こ
の
活

動
をもっとたくさんの

人
に
知
ってもらいたいと

思
った。

平
和
記
念
式
典
では、

同
じ
年
の
子
の
平
和
へ
の
誓
い
を
聞
いた。

そ
の
中
の「

願
う
だ
け
で
は
平
和
は
訪
れません。

平
和
をつくって

い
く
の
は
私
たちです。」という

力
強
い
言
葉
に
心
を
動
かされた。

平
和
を
願
う
べ
き
だ
と
い
う
私
の
考
えは、ここで

私
た
ち
が
平
和
を

つくっていくのだという

考
え
に
変
わった。

戦
争
を
経
験
し
た
人
々
の
願
い
は
世
の
中
が
平
和
で
あ
る
こ
と
だ
と

思
う。

特
に
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
であり、

原
子
爆
弾
の
恐

ろ
し
さ
や
戦
争
の
苦
し
み
を
よ
く
分
かっているはずだ。だが

日
本

も
た
だ
の
被
害
者
ではなく、

他
国
に
被
害
を
及
ぼしてしまったこ

と
も
事実。

だ
か
ら
自
分
た
ち
が
し
た
こ
と
か
ら
目
を
逸
らさず、

傷

つ
い
た
人、傷

つけてしまった

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
続
け

る
の
が
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
の
使
命
だ
と
思
う。その

第
一

歩
と
し
て
ま
ず
私
は
広
島
で
の
こ
の
経
験
を
友
達
に
話
したい。

加
え

て
実
際
に
平
和
記
念
公
園
な
ど
を
訪
れ
る
こ
と
も
勧
め
よ
う
と
思
う。

実
際
に
訪
れ
る
こ
と
で
感
じ
る
こ
と
が
必
ずあるから。

私
自
身
も
家

族
と
一
緒
に
も
う
一
度
広
島
に
行
き、

平
和
に
つ
い
て
共
に
考
え
た
い

と
思
う。
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